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情報・㏻ಙ・電気・電子䛺䛹の工学分㔝䛻䛚䛡る技術㠉᪂䛜ⴭ䛧い㏆ᖺの≧ἣ䛻䛚い䛶こ䛭䠈䛭の基盤䛷䛒る数学䠈物理学を

῝䛟理解すること䛜専門分㔝のಟ得の䜏䛺䜙䛪ᰂ㌾ⓗ・⊂๰ⓗ技術㠉᪂䛻ᚲせ୙ྍḞ䛷す。䜎䛯䠈現代の科学・技術の≉ᚩは䠈

各学ၥ分㔝䛜┦⿵ⓗ䛻㠉᪂を㉳こすこと䛷す。エレクトロニクス䜔㏻ಙ技術の㠉᪂䛻は䠈物理学の㐍ᒎ䛜୙ྍḞ䛷䛒り䠈物理学

の㠉᪂䛻は䠈エレクトロニクス䜔㏻ಙ技術䛺䛹の㐍ᒎ䛜୙ྍḞ䛷す。䜎䛯䠈情報工学のከ䛟の᪉ἲ論は数学理論を䝧ース䛻䛧䛯䜒

の䛷䛒り䠈数理科学䛷䜒計算機を用い䛯シ䝭䝳レーシ䝵ン䛜理論を⿵᏶するᡭẁと䛧䛶㔜せ䛺ᙺ๭をᯝ䛯すሙ合䛜䛒り䜎す。数物・

電子情報系学科䛷は䠈ୖグの┦⿵性䠈㠉᪂性をഛ䛘䛯学ၥ分㔝䠈す䛺わ䛱௨ୗ䛻♧すᅄ䛴の教育プログラム（E㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚 

P㼞㼛㼓㼞㼍㼙䠖EP）䛜学科をᙧ成䛧䛶い䜎す。ᮏ学科䛷は䠈各 EP 䛜学ኈの学位をᤵ୚䛧䜎す。 

䐟数理科学 EP（㻹㼍㼠㼔㼑㼙㼍㼠㼕㼏㼍㼘 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟 P㼞㼛㼓㼞㼍㼙）䠈学ኈ（理学）䜎䛯は学ኈ（工学） 

䐠物理工学 EP（P㼔㼥㼟㼕㼏㼟 㼍㼚㼐 A㼜㼜㼘㼕㼑㼐 P㼔㼥㼟㼕㼏㼟 P㼞㼛㼓㼞㼍㼙）䠈学ኈ（理学）䜎䛯は学ኈ（工学） 

䐡電子情報システム EP（E㼘㼑㼏㼠㼞㼕㼏㼍㼘 㼍㼚㼐 㻯㼛㼙㼜㼡㼠㼑㼞 E㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞㼕㼚㼓 P㼞㼛㼓㼞㼍㼙）䠈学ኈ（工学） 

䐢情報工学 EP（㻯㼛㼙㼜㼡㼠㼑㼞 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑 㼍㼚㼐 E㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞㼕㼚㼓 P㼞㼛㼓㼞㼍㼙）䠈学ኈ（工学） 
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数学を基盤とする数理科学・情報工学䠈物理学を基盤とする物理工学・電子情報システムの各教育プログラム（EP）䛻䛚い䛶䠈

数学䜔物理学䛻⯆࿡をᣢ䛱኱学䜈㐍学する学生のከᒱ䛻わ䛯る指ྥ䛻ᑐ応䛜ྍ能と䛺るよ䛖䠈⣧⢋数学か䜙エレクトロニクス䜎

䛷ᖜᗈい分㔝の講⩏科目䛜⥙⨶䛥䜜䛶い䜎す。数物・電子情報系学科䛷は䠈数学䠈物理学の基礎教育を඘ᐇ䛥䛫䠈䛥䜙䛻情報

工学䠈㏻ಙ工学䠈電気・電子工学䠈数理科学䠈物理工学の各分㔝䛻䛚䛡る専門教育を⾜䛖こと䛷䠈こ䜜䜙のᗈ⠊䛺分㔝䛻䛚い䛶

୺導ⓗ䛻ά㌍䛷䛝るே材を㣴成䛧䜎す。 

���ᩍ⫱ࡢὶࢀ 

ᮏ学科を構成する数理科学䠈物理工学䠈電子情報システム䠈情報工学の各 EP 䛷は䠈1䠈2 ᖺḟ䛷基盤ⓗ䛺学ၥ䛷䛒る数学と物

理を学䜣䛰後䠈2䠈3䠈4 ᖺḟ䛷数理科学䠈物理工学䠈電子情報システム䠈情報工学の 4 䛴の専門分㔝䜈とᒎ開䛧䜎す。䛥䜙䛻䠈䛭

䜜䜙の間の஺流䜔㐃ᦠをྍ能䛻䛧䠈⼥合㡿ᇦの教育◊✲䛜䝣レ䜻シ䝤ル䛻⾜䛺䛘る体ไをᩚ䛘䛶い䜎す。ᮏ学科の基盤は䠈数

学と物理学䛷䛒り䠈1䠈2 ᖺḟ䛷学科と䛧䛶ከ䛟の基礎科目をඹ有䛧䜎す。ᚭᗏ䛧䛯基礎教育科目の学ಟの後䠈学生は䛭䜜䛮䜜の

専門ⓗ分㔝を体系ⓗ䛻学䜃䜎す。数学䜔物理学䛻⯆࿡をᣢ䛱኱学㐍学する学生のከᒱ䛻わ䛯る指ྥ䛻ᑐ応䛜ྍ能と䛺るよ䛖䠈

⣧⢋数学か䜙先端物理学䠈電気電子䠈情報㏻ಙ䠈情報科学䜎䛷ᖜᗈい分㔝の講⩏科目䛜⥙⨶䛥䜜䛶い䜎す。工学ⓗᚿྥを䜒䛳

䛯学生䛻ᑐ䛧䛶は䠈EP 間䛻䜎䛯䛜る工学系科目のᒚಟをྍ能と䛧䠈理学ⓗᚿྥを䜒䛳䛯学生䛻ᑐ䛧䛶䜒䠈ྠᵝ䛻 EP 間䛻䜎䛯䛜

る理学系科目のᒚಟをྍ能と䛧䜎䛧䛯。ᮏ学科䛷は䠈数学䠈物理学の基礎教育を඘ᐇ䛧䠈䛥䜙䛻情報工学䠈㏻ಙ工学䠈電気・電子

工学䠈数理科学䠈物理工学各分㔝䛻䛚䛡る専門教育を⾜䛖こと䛷䠈こ䜜䜙のᗈ⠊䛺分㔝䛻䛚い䛶୺導ⓗ䛻ά㌍ฟ᮶るே材の㣴

成を୰ᚰと䛧䠈䛥䜙䛻ᑗ᮶をᢸ䛖教育⪅の㣴成を目指䛧䛶い䜎す。 
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4 ᖺ௨ୖᅾ学䛧䠈各教育プログラムの定䜑䛯せ௳䛻䛧䛯䛜い䠈合計 124 単位௨ୖをಟ得すること。䜎䛯䠈༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目

の 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒りか䛴༞ᴗᑂᰝ䛻合᱁すること。 

���ᒚಟⓏ㘓༢఩ᩘୖࡢ㝈 

ᒚಟ㐣ከ䛻よる学習ពḧのపୗを㜵䛠䛯䜑䠈ᒚಟ単位数のୖ㝈䛜設䛡䜙䜜䛶いる。ᒚಟⓏ㘓単位数は䠈指定科目を㝖䛝全学

教育科目ཬ䜃学部教育科目の合計䛜入学䛧䛯ᖺ度の᫓学ᮇ䛻䛴い䛶は 24 単位䠈䛭の後の学ᮇ䛻䛴い䛶は 2㻜 単位䛜ୖ㝈䛷䛒

る。䛺䛚䠈㝖እ指定科目は各 EP 䛷␗䛺䛳䛶いる。䜎䛯䠈┤๓の学ᮇ䛻ಟ得䛧䛯科目の 㻳PA 䛜 2㻚㻡 ௨ୖの成⦼ඃⰋ⪅䛻ᑐ䛧䛶

は䠈ᒚಟⓏ㘓単位数のୖ㝈を䠈2㻢 単位䜎䛷⦆࿴する。 

���᪩ᮇ༞ᴗ 

2 ᖺḟ⤊஢᫬䛻௨ୗの᮲௳す䜉䛶を‶㊊䛧䛶いる⪅は 3 ᖺḟ䛻㏻ᖖの 3 ᖺḟᒚಟ科目䛻ຍ䛘䠈༞ᴗ◊✲䛺䛹 4 ᖺḟ開講の

科目をᒚಟすること䛜䛷䛝る。入学後䠈4 ᖺᮍ‶䛷䛒䛳䛶䜒䠈各 EP の定䜑る༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳を‶㊊す䜜䜀༞ᴗすること䛜䛷䛝

る。௨ୗの᮲௳をす䜉䛶‶䛯すぢ㏻䛧䛜䛒り䠈か䛴᪩ᮇ༞ᴗをᕼᮃする⪅は䠈2 ᖺḟ 12 ᭶ᮎ䛻各教育プログラムの教ົᢸᙜ教

ဨ䛻┦ㄯすること。 

䐟 ༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目を 11㻜 単位௨ୖ取得䛧䛶いること。 

䐠 2 ᖺḟ⤊஢᫬の 㻳PA 算入ᑐ㇟科目の 㻳PA 䛜 4㻚1㻡 ௨ୖ䛷䛒ること。 

䐡 2 ᖺḟ䜎䛷のᚲಟ単位をす䜉䛶ಟ得䛧䛶いること。 
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数理科学教育プログラム 
本教育プログラムでは，「数理科学を縦横に活用して社会に貢献できる人材，将来，数理科学の発展に貢献できる人材」及び

「コンピュータグラフィックス，計算機シミュレーション，画像処理，数理モデリングなどを用い，世の中の複雑な現象・問題の理解

や解決に貢献できる人材」の育成を目標にしています。そのために，全学教育科目に加え，講義及び演習で構成される数理科学

教育プログラムの学部教育科目(p．F4-5)が準備され，現代数学の基礎を中心に数理科学を体系的に学んでいきます。更に，数

理科学の発展的な内容に加えて，情報科学における基礎理論，数理物理学，コンピュータグラフィックス，計算機シミュレーション，

画像・音声情報処理などの応用についても学びます。 

下記の基準を満たしたうえ審査に合格すると（（2）卒業要件参照），学士（理学）または学士（工学）のどちらか一方の学位を取

得できます。 

 

(1)卒業までの履修の流れ 

入学してから卒業するまでには，おおむね次のように授業を履修する。 

1年次に，全学教育科目と学部教育科目のいくつかの授業を履修する。1年次終了時の成績や，他教育プログラムの欠員の状

況により，数物・電子情報系学科の教育プログラムへ移籍できる場合がある（p．6の「10．転 EP について」の項参照）。2年次から3

年次にかけて，学部教育科目の専門科目を中心に履修する。特に，3年次に，卒業研究を念頭に「数理科学演習Ａ，Ｂ」を履修す

る。4年次には，「課題演習Ⅰ，Ⅱ」を履修し，卒業研究を行う。4年次の学期末には，卒業論文を提出し研究内容を発表して審査

を受ける。卒業要件を満たせば，その学期末に卒業する。 

 

(2)卒業要件 

卒業のためには次のすべてを満たすことが条件である。 

① 学士（理学）または学士（工学）のどちらか一方の取得したい学位に応じ，下表の必要単位数を修得し，卒業研究の審

査に合格すること。学位として，学士（理学）または学士（工学）のどちらを取得希望するかの届け出を，卒業研究に着

手する年度の決められた期間に，行うこと。（詳細は別途知らせる）。 

② 下の表に該当する科目（以下，「卒業要件に関わる科目」と呼ぶ）のうち履修した科目全体に対する GPA が 2.0 以上で

あること。 

全

学

教

育

科

目 

基礎科目 
人文社会系科目 4 単位以上 

30 単位以上 

124

単位

以上 

自然科学系科目（「数理科学概論」は必修） 4 単位以上 

健康スポーツ科目 
                                選択 

           2 単位までを全学教育科目の単位に算入できる 

グローバル教育科目                                 選択 

イノベーション教育科目                                 選択 

外国語科目（＊） 
英語科目        6 単位以上 

初修外国語       2 単位以上 
8 単位以上 

学

部

教

育

科

目 

基礎演習科目 
数理科学基礎演習Ⅰ，Ⅱ 

数理科学のための情報リテラシー 
6 単位 

94 単位以上 

専門基礎科目 
必修 14 単位 

選択 9 単位以上 
23 単位以上 

専門科目 

数理科学 

コア科目 

必修 27 単位 

選択 8 単位以上 
35 単位以上 

理学系選択

科目 

学士（理学）の場合   18 単位以上 

学士（工学）の場合   12 単位以上 
30 単位以上 

工学系選択

科目 

学士（理学）の場合   12 単位以上 

学士（工学）の場合   18 単位以上 

（ア） 全学教育科目について 

① 全学教育科目の基礎科目の自然科学系選択科目には，本 EP 指定の必修科目があることに注意すること。 

② 外国語科目（＊）では，留学生のみ，日本語科目を初修外国語（１ヶ国語）へ読み替えられる。 

③ ①，②以外の科目区分は，別冊子の「全学教育科目履修案内」を参照し，上記の単位を履修すること。 

（イ） 学部教育科目は，p．F4-5 の数理科学教育プログラム学部教育科目から履修すること。 

（ウ） （ア），（イ）以外の科目は，「卒業要件に関わる科目」ではなく，卒業に必要な総単位数に算入されないので注意するこ

と。例えば，「教育の基礎的理解に関する科目等」などは，「卒業要件に関わる科目」ではない。 
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ㄢ㢟演習Ⅰ䠈ㄢ㢟演習Ⅱのᒚಟ䠈䛚よ䜃༞ᴗ◊✲の╔ᡭの䛯䜑䛻は䠈ḟのす䜉䛶を‶䛯䛧䛶いること䛜᮲௳䛷䛒る。 

䐟 3 ᖺ௨ୖ䠈ᅾ学䛧䛶いること。䛯䛰䛧䠈このᮇ間䛻䠈ఇ学ᮇ間はྵ䜑䛺い。 

䐠 数理科学演習䠝䠈䜎䛯は䠈数理科学演習䠞をಟ得䛧䛶いること。 

䐡 䛂༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目䛃（（2）༞ᴗせ௳の㡯目ཧ↷）を合計 1㻜㻡 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

䐢 全学教育科目の基礎科目䛂数理科学概論䛃䠈ᚲಟ 2 単位をಟ得䛧䛶いること。 

䐣 専門基礎科目のᚲಟ科目と数理科学䝁䜰科目を䠈合計 34 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

 

���ᒚಟⓏ㘓༢఩ᩘୖࡢ㝈㸦学⛉ඹ㏻஦㡯㸧 

各学ᮇ䛻䛚䛡るᒚಟⓏ㘓単位数䛻はୖ㝈䛜䛒り䠈䛭のୖ㝈್を㉸䛘䛶ᒚಟⓏ㘓することは䛷䛝䛺い。入学䛧䛯ᖺ度の᫓学ᮇ

はす䜉䛶の学生䛻ᑐ䛧䛶 24 単位䛜ୖ㝈್䛷䛒り䠈䛭の後の学ᮇ䛻㛵䛧䛶は 2㻜 単位をୖ㝈とする。䛯䛰䛧䠈ᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数

の計算䛻はୗグ(㻡)䛻定䜑るᐇ㦂・演習・ᐇ習科目はྵ䜑䛺い。䛺䛚䠈成⦼ඃⰋ⪅（ᒚಟⓏ㘓する┤๓の学ᮇ䛻ᒚಟ䛧䛯科目䛻

㛵䛧䛶算ฟ䛧䛯 㻳PA 䛜 2㻚㻡 ௨ୖの⪅）はୖ㝈್䛜⦆࿴䛥䜜䠈2㻢 単位䜎䛷ᒚಟⓏ㘓䛷䛝る。 

（ὀ）このୖ㝈とはู䛻䠈全学教育科目のⓏ㘓は᫓学ᮇ 12 単位䠈⛅学ᮇ 12 単位のୖ㝈䛜設定䛥䜜䛶いる（㼜．3 の䛂㻢．学ᴗ成

⦼䛻䛴い䛶䛃（㻡）䠈䜎䛯は全学教育科目ᒚಟ᱌内䠈䊣．2 全学教育科目のᒚಟⓏ㘓単位数のୖ㝈䛻䛴い䛶䠈ཧ↷）。全学教育科

目のୖ㝈を㉸䛘䛶のⓏ㘓は䠈ୖグのᒚಟ単位数のୖ㝈を㉸䛘䛶い䛺䛟䛶䜒䠈䛷䛝䛺い。 

 

���ᒚಟⓏ㘓༢఩ᩘୖࡢ㝈ࡽ࠿㝖እࡿࢀࡉ⛉┠ 

䐟 䛂数理科学教育プログラム学部教育科目（䛚よ䜃全学教育科目）(㼜．㻲4㻙㻡)䛃䛷䠈୸༳の䛴い䛯䛂ᒚಟୖ㝈㝖እ科目䛃。 

䐠 教育⫋ဨචチ≧取得の䛯䜑の䛂教科ཬ䜃教⫋䛻㛵する科目䛃（㼜．11 ཧ↷）の䛖䛱䛷䠈䛂༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目䛃௨እの

科目。 

䐡 䛂理工学部副専攻プログラム科目(㼜．㻣㻙1㻜)（䛯䛰䛧䠈୺専攻の科目と䛧䛶ᒚಟするሙ合䛻はᒚಟⓏ㘓単位ୖ㝈科目䛻

ྵ䜎䜜る）䛃。 

（ὀ）ここ䛻䛒䛢䛯科目の䛖䛱の全学教育科目は䠈全学教育科目のⓏ㘓のୖ㝈（(4)の（ὀ）ཧ↷）か䜙は㝖እ䛥䜜䛺い。全学教

育科目のᒚಟୖ㝈䛻䜒୍部㝖እ科目䛜䛒る䛯䜑䠈全学教育科目のᒚಟ᱌内䜒合わ䛫䛶ཧ↷すること。 

 

���ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ྲྀࡢᚓについて 

教育⫋ဨචチ≧取得ᕼᮃ⪅は䠈このᒚಟ᱌内 㼜．11㻙2㻜䠈䛂12．教育⫋ဨචチ≧の取得䛻䛴い䛶䛃をཧ↷すること。䛯䛰䛧䠈教

ဨචチ取得を๓ᥦと䛧䛯ᒚಟを⾜䛖ሙ合は䠈数理科学教育プログラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること。 

 

���᪩ᮇ༞ᴗࡢࡵࡓࡢ᮲௳㸦学⛉ඹ㏻஦㡯㸧 

2ᖺḟ⤊஢᫬䛻௨ୗの᮲௳す䜉䛶を‶㊊䛧䛶いる⪅は3ᖺḟ䛻㏻ᖖの3ᖺḟᒚಟ科目䛻ຍ䛘䠈༞ᴗ◊✲䛺䛹4ᖺḟ開講の科目

をᒚಟすること䛜䛷䛝る。入学後䠈4ᖺᮍ‶䛷䛒䛳䛶䜒䠈数理科学教育プログラムの定䜑る༞ᴗせ௳を‶㊊す䜜䜀༞ᴗすること䛜

䛷䛝る。 

䐟 䛂༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目䛃を 11㻜 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

䐠 2 ᖺḟ⤊஢᫬の 㻳PA 算入ᑐ㇟科目の 㻳PA 䛜 4㻚1㻡 ௨ୖ䛷䛒ること。 

䐡 2 ᖺḟ䜎䛷のᚲಟ単位をす䜉䛶ಟ得䛧䛶いること。 

こ䜜䜙の᮲௳をす䜉䛶‶䛯すぢ㏻䛧䛜䛒り䠈か䛴᪩ᮇ༞ᴗをᕼᮃする⪅は䠈2 ᖺḟ 12 ᭶ᮎ䛻数理科学教育プログラムの教ົ

ᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること。 
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数理科学教育プログラム学部教育科目（および全学教育科目） 

科目 

区分 
科 目 名 

履修

年次 

単位数 履修 

上限 

除外 

科目 

備考 履修基準 
必修 選必 選択 

全

学

教

育

科

目 

基礎科目 

 

自然科学系

科目 

数理科学概論 1 秋 2     2 単位 

学

部

教

育

科

目 

基礎演習 

科目 

数理科学基礎演習Ⅰ 1 春 2   ○  

6 単位 数理科学基礎演習Ⅱ 1 秋 2   ○  

数理科学のための情報リテラシー 1 春 2   ○  

専門基礎 

科目 

解析学Ⅰ 1 春 2     

14 単位 

解析学Ⅱ 1 秋 2     

線形代数学Ⅰ 1 春 2     

線形代数学Ⅱ 1 秋 2     

基礎力学Ⅰ 1 春 2     

基礎力学Ⅱ 1 秋 2     

確率・統計 2 秋 2     

離散数学Ⅰ 1 春   2   

選択 

9 単位以上 

離散数学Ⅱ 1 秋   2   

基礎化学Ⅰ 
1，2

春 
  2   

基礎化学Ⅱ 
1，2

秋 
  2   

微分方程式Ⅰ 1 秋   2   

基礎熱力学 1 秋   2   

電気磁気学Ⅰ 1 秋   2   

物理実験 1 春   1 ○  

化学実験 1 春   1 ○  

関数論 2 春   2   

量子力学 2 春   2   

応用数学 
2，3

秋 
  2   

計測 4 春   2   

総合応用工学概論 
2-4

春 
  2   

安全工学概論 
3，4

春 
  2   

医・工学連携基礎 
2-4

秋 
  2   

品質管理 
3，4

春 
  2   

教職関連 

科目 

自然環境リスク共生概論Ｂ 1④   1 ○  

卒業に必要な単位に 

算入しない。 

履修上限から除外する。 

GPA に算入しない。 

生物科学Ⅰ 1 春   2 ○  

生物科学Ⅱ 1 秋   2 ○  

生態学遠隔地フィールドワーク 2③   2 ○  

海洋学フィールドワーク 2③   2 ○  

生態学実習Ⅰ 3①   1 ○  

生態学実習Ⅱ 3②   1 ○  

地球科学 1 春   2 ○  

地球システム論Ⅰ 2④   1 ○  

地球システム論Ⅱ 2⑤   1 ○  

地球科学実験 1 春   2 ○  

地質学遠隔地フィールドワーク 3 春   2 ○  
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科目 

༊分 
科 目 名 

ᒚಟ

ᖺḟ 

単位数 ᒚಟ 

ୖ㝈 

㝖እ 

科目 

ഛ⪃ ᒚಟ基‽ 
ᚲಟ 㑅ᚲ 㑅ᢥ 

学

部

教

育

科

目 

専

門

科

目 

数理 

科学 

䝁䜰 

科目 

数学演習Ⅰ 1 ᫓ 2   䕿  

2㻣 単位 

数学演習Ⅱ 1 ⛅ 2   䕿  

プログラ䝭ング入門 1 ⛅ 2     

代数学Ⅰ 2 ᫓ 2     

ᗄఱ学Ⅰ 2 ᫓ 2     

数理物理 2 ᫓ 2     

集合と位┦ 2 ⛅ 2     

数理科学演習䠝 3 ᫓ 2   䕿  

数理科学演習䠞 3 ⛅ 2   䕿  

ㄢ㢟演習Ⅰ 4 ᫓ 2   䕿  

ㄢ㢟演習Ⅱ 4 ⛅ 2   䕿  

༞ᴗ◊✲ 4 ㏻ 㻡   䕿  

グラ䝣理論 2 ᫓   2   

㑅ᢥ 

㻤 単位௨ୖ 

解析学䊢 2 ᫓   2   

プログラ䝭ング演習Ⅰ 2 ᫓   2 䕿  

代数学Ⅱ 2 ⛅   2   

数್解析 2 ⛅   2   

プログラ䝭ング演習Ⅱ 2 ⛅   2 䕿  

ᬯྕ理論 3 ⛅   2   

数理科学ㄢ㢟◊✲䠀 3 ⛅   4 䕿  

理学系

㑅ᢥ 

科目 

ᗄఱ学Ⅱ 2 ⛅   2   

学ኈ（理学）1㻤 単位௨ୖ 

学ኈ（工学）12 単位௨ୖ 

ㄆ▱科学入門 2 ⛅   2   

こと䜀と論理 2 ⛅   2   

計算理論Ⅰ 2 ⛅   2   

代数学演習 2 ⛅   2   

解析学演習 2 ᫓   2   

ト䝫ロ䝆ー 3 ᫓   2   

確率䝰デル 3 ⛅   2   

䜺ロ䜰理論とᩚ数論 3 ᫓   2   

 度論 3 ᫓   2   

理論ゝㄒ学䠝 3 ᫓   2   

計算理論Ⅱ 3 ᫓   2   

ከᵝ体論 3 ⛅   2   

㛵数解析 3 ⛅   2   

応用確率論 3 ᫓   2   

理論ゝㄒ学䠞 3 ᫓   2   

工学系

㑅ᢥ 

科目 

情報理論 2 ⛅   2   

学ኈ（理学）12 単位௨ୖ 

学ኈ（工学）1㻤 単位௨ୖ 

䜰ル䝂䝸䝈ムとデー䝍構造 2 ᫓   2   

物理科学と先端技術 2 ᫓   2   

流体物理工学 2 ⛅   2   

䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス 2 ᫓   2   

計算機シ䝭䝳レーシ䝵ン 3 ᫓   2   

」㞧系の数理ⓗ基礎 3 ᫓   2   

䝋䝣ト・䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング 3 ᫓   2   

情報・物理䝉䜻䝳䝸テ䜱 3 ᫓   2   

ឤぬ▱ぬシステム論 3 ⛅   2   

計算科学の基礎 3 ⛅   2   

統計数理工学 3 ⛅   2   

⏬ീ・㡢ኌ情報ฎ理 3 ⛅   2   

システム᭱㐺化理論 3 ⛅   2   

䝁ン䝢䝳ー䝍ネ䝑ト䝽ーク 3 ᫓   2   

現代物理学入門 2 ⛅   2   

物理䜻䝱䝸䜰䜰䝑プ 3 ⛅   2   

䠀 㣕䜃入学䛻よる኱学㝔㐍学⪅ᑐ㇟科目 
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≀理工学ᩍ⫱プログラム 
ᮏ教育プログラム（EP）䛷は䠈2㻜 ୡ⣖䛻発ᒎ・᏶成䛥䜜䛯現代物理学を習得䛧䠈ྠ᫬䛻学ၥの⥲合化・学㝿化䛻ᑐ応䛷䛝るᗈ

いど㔝䠈ᰂ㌾性を㣴䛖こと䛻より䠈㠉᪂ⓗ䛺技術開発の現ሙ䜔ᅜ㝿ⓗ䛺⯙ྎ䛷ά㌍䛷䛝る素㣴をᣢ䛳䛯ே材の育成を目指䛧䛶い

䜎す。┿䛻㠉᪂ⓗ䛺技術の開発䛻は䠈ᖖ䛻基ᮏཎ理䛻䛥かの䜌䛳䛶⪃䛘る科学ⓗ䛺ᛮ⪃ἲ䠈᪤成概ᛕ䛻ᤕわ䜜䛺いᰂ㌾性䜔㇏

か䛺๰造性䛜ồ䜑䜙䜜䜎す。物理工学とは┤接䛻は㛵ಀ䛜䛺いとᛮわ䜜る᪤Ꮡの⏘ᴗ分㔝䛷䜒䠈こ䜜䜙の分㔝䛜ᙧ成䛥䜜る㐣⛬

䛻は物理工学を学䜣䛰ே㐩䛜኱䛝䛺㈉⊩を䛧䛶い䜎す。௒後䠈᪂䛧い⏘ᴗ䜔学ၥ体系を๰りฟす㝿䛻䜒䠈現代物理学を基礎䛻䛧

䛯物理工学教育プログラム䛷ᇵ䛖能力䛜ᙺ❧䛴と⪃䛘䛶い䜎す。 

 このよ䛖䛺目ᶆを㐩成する䛯䜑䠈௨ୗのよ䛖䛺≉ᚩの䛒る䜹䝸䜻䝳ラムをᐇ᪋䛧䛶い䜎す。 

1㻚 1䠈2 ᖺḟ䛷は䠈力学䠈電磁気学䠈熱力学䠈統計力学䠈量子力学䛺䛹物理学の基礎をᚭᗏ䛧䛶学䜆。 

2㻚 専門科目䛷は䠈理学指ྥの学生䛻は物理学䜔数理科学の理学系科目を䠈䜎䛯工学指ྥの学生䛻ᑐ䛧䛶は応用物理分㔝

䜔電気・電子分㔝䛺䛹ከᵝ䛺工学系の科目を開講する。 

3㻚 物理工学ᐇ㦂と情報演習を୍体化䛥䛫䛯䛂物理工学ᐇ㦂情報演習Ⅰ䠉䊢䛃䛷は䠈講⩏䛷学䜆基礎ⓗ▱㆑・理論ⓗ䛺概ᛕ

をᐇ㦂と計算機を用い䛯デー䝍ฎ理䛻よりᐇ㊶ⓗ䛻理解を῝䜑䛺䛜䜙体得する。 

4㻚 䛂イン䝧ステ䜱䝀ーシ䝵ン演習䛃と䛂プレ䝊ンテーシ䝵ン演習䛃䛷は䠈学生⮬䜙䛜㑅䜣䛰テー䝬䛻䛴い䛶ㄪᰝ・◊✲を⾜い䠈教

ဨ・学生の๓䛷䝫ス䝍ー䠈䜸ーラル୧᪉の発表ᙧᘧ䛷発表する。⮬ᕫㄪᰝ能力と⮬ᕫ学習能力をᇵい䠈⮬ᕫ表現能力を㌟

䛻䛴䛡る。 

 

 

 

 

�1�༞ᴗせ௳ 

䐟 4 ᖺ௨ୖᅾ学すること（᪩ᮇ༞ᴗを㝖䛟）。 

䐠 す䜉䛶のᚲಟ科目䛚よ䜃ୗ表の各科目のᚲせ単位数をಟ得䛧䠈༞ᴗ◊✲のᑂᰝ䛻合᱁すること。（全学教育科目 24

単位௨ୖ䠈学部教育科目 㻥㻤 単位௨ୖ䠈合計 124 単位௨ୖ） 

䐡 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒ること。 

䐢 ௨ୗの表䛷指定する理学系科目 㻤 単位௨ୖをಟ得すること䛻より䠈学ኈ（理学）䛜䠈䜎䛯は䠈理学系科目 4 単位௨ୖ䠈

工学系科目 4 単位௨ୖをಟ得すること䛻より䠈学ኈ（工学）の学位䛜ᤵ୚䛥䜜る。学ኈ（理学）ཬ䜃学ኈ（工学）の୧᪉

の学位を取得することは䛷䛝䛺い。 
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科 目 単 位 

全

学

教

育

科

目 

基礎科目 

人文社会系科目 4 単位以上 

24 単位以上 

自然科学系科目 
2 単位以上 

「物理工学概論」は必修 

健康スポーツ科目 
0 単位以上 2 単位以下 

2 単位を超える単位は卒業要件に含めない｡ 

グローバル教育科目 

（世界事情・海外研修） 

日本事情（留学生）【注 1】 

0 単位以上 2 単位以下 

2 単位を超える単位は卒業要件に含めない｡ 

グローバル教育科目 

（国際交流） 

0 単位以上 2 単位以下 

2 単位を超える単位は卒業要件に含めない｡ 

イノベーション教育科目 0 単位以上 

外国語科目 

英語科目 6 単位以上 

8 単位以上 初修外国語科目【注 2】 

日本語科目（留学生）【注 3】 
2 単位以上 

放送大学科目（初修外国語科目を除く）【注 4】 

他大学等単位互換科目【注 5】 
0 単位以上８単位以下 

学

部

教

育

科

目 

専 門 基 礎

科目 

必修科目（物理系） 35 単位 

57 単位以上 

98 単位以上 

選択必修１ （数学系） 12 単位以上 

選択必修２ （その他） 8 単位以上 

専門科目 

必修 17 単位 

41 単位以上 

選択必修３ （物理系） 12 単位以上 

理学系科目【注 6】 
8 単位以上（学士（理学）） 

4 単位以上（学士（工学）） 

工学系科目【注 6】 
0 単位以上（学士（理学）） 

4 単位以上（学士（工学）） 

その他 0 単位以上 

合 計 124 単位以上 

 
【注 1】 日本事情は外国人留学生についてのみ履修を認め，グローバル教育科目（世界事情･海外研修）に算入する。 

【注 2】 放送大学科目の初修外国語科目を本学の初修外国語科目として 2 単位まで算入することができる。 

【注 3】 日本語科目は外国人留学生についてのみ履修を認め，初修外国語科目に算入する。 

【注 4】 初修外国語科目を除く放送大学科目を算入する。 

【注 5】 横浜市内大学間単位互換科目などを意味する。 

【注 6】 学士（理学），または，学士（工学）のいずれかの条件を満たす必要がある。 

 

(ア) 卒業に必要な単位として数える科目（以下では，「卒業要件科目」とよぶ）は，全学教育科目と， F10-11 ページに記載され

た学部教育科目に分類される。これらの科目を，上の表で定められたように履修しなければならない。全学教育科目の履修

方法，履修制限等については，全学教育科目履修案内を参照すること。 

(イ) 卒業要件科目の中で，秀・優・良・可の成績評価を行わない科目（「物理工学リテラシー」等）以外のものを，GPA 対象科目

とし，3 ページに記載の式を使って GPA を計算する。この式の分子を GPT（Grade Point Total）とよぶ。分母の履修登録

単位数は，GPA 対象科目について数えたものである。 

(ウ) 教育職員免許状取得のための科目のうちで，卒業要件科目以外の科目は GPA 対象科目ではない。また，他 EP 科目，他

学科科目，他学部科目，地域交流科目も卒業要件科目ではない。これらの科目の履修希望者は，事前に物理工学 EP の

教務担当教員に相談すること。 
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���ᒚಟⓏ㘓༢఩ᩘୖࡢ㝈㸦学⛉ඹ㏻஦㡯㸧 

各学ᮇ䛻䛚䛡るᒚಟⓏ㘓単位数䛻はୖ㝈䛜䛒り䠈䛭䜜を㉸䛘䛶ᒚಟⓏ㘓することは䛷䛝䛺い。入学䛧䛯ᖺ度の᫓学ᮇはす䜉

䛶の学生䛻䛴い䛶 24 単位䛜ୖ㝈䛷䛒り䠈䛭の後の学ᮇ䛻㛵䛧䛶は 2㻜 単位をୖ㝈とする。䛺䛚䠈成⦼ඃⰋ⪅（ᒚಟⓏ㘓する┤๓

の学ᮇ䛻ᒚಟ䛧䛯科目䛻㛵䛧䛶算ฟ䛧䛯 㻳PA 䛜 2㻚㻡 ௨ୖの⪅）䛻はୖ㝈್䛜⦆࿴䛥䜜䠈2㻢 単位䜎䛷ᒚಟⓏ㘓䛷䛝る。䛺䛚䠈ᒚ

ಟⓏ㘓単位数のୖ㝈の計算䛻はୗグ䛻定䜑るᐇ㦂・演習・ᐇ習科目➼はྵ䜑䛺い。 

 

ᒚಟⓏ㘓単位数ୖ㝈計算か䜙㝖እ䛥䜜る科目 

科目名 開講ᖺḟ 単位数 科目名 開講ᖺḟ 単位数 

物理工学䝸テラシー 

物理数学基礎演習Ⅰ 

プログラ䝭ングᐇ習 

物理ᐇ㦂 

化学ᐇ㦂 

1 ᖺ᫓学ᮇ 

1 単位 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

1 単位 

物理数学基礎演習Ⅱ 

力学演習 

物理工学ᐇ㦂情報演習Ⅰ 

1 ᖺ⛅学ᮇ 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

電磁気学演習 

物理工学ᐇ㦂情報演習Ⅱ 
2 ᖺ᫓学ᮇ 

2 単位 

2 単位 

物理数学演習 

量子力学演習 

物理工学ᐇ㦂情報演習䊢 

2 ᖺ⛅学ᮇ 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

統計力学演習 

イン䝧ステ䜱䝀ーシ䝵ン演習 
3 ᖺ᫓学ᮇ 

2 単位 

2 単位 
プレ䝊ンテーシ䝵ン演習 3 ᖺ⛅学ᮇ 2 単位 

༞ᴗ◊✲ （᪩ᮇ༞ᴗのሙ合） 

物理工学ㄢ㢟◊✲䈜 
3 ᖺ㏻ᖺ 

㻡 単位 

4 単位 

༞ᴗ◊✲ 4 ᖺ㏻ᖺ 㻡 単位 

この௚䠈ู䛻定䜑る教育⫋ဨචチ≧取得䛻㛵する科目䠈䛚よ䜃䠈理工学部副専攻プログラム科目（䛯䛰䛧䠈୺専攻の科目と䛧䛶

ᒚಟするሙ合を㝖䛟）は䠈ᒚಟⓏ㘓単位数ୖ㝈計算か䜙㝖እする。 

䈜 㣕䜃入学䛻よる኱学㝔㐍学⪅ᑐ㇟の科目 

 

���� ᖺࡽ࠿ � ᖺࡢ࡬㐍⣭ࡢࡵࡓࡢ᮲௳ 

䐟 䛂物理工学䝸テラシー䛃の単位をಟ得䛧䛶いること。 

䐠 ༞ᴗせ௳科目のಟ得単位の合計䛜 㻣3 単位௨ୖ䛷䛒ること。 

䐡 2 ᖺḟ⤊஢᫬䛻䛚䛡る 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒ること。 

ୖグ 3 䛴の᮲௳を‶䛯䛧䛶い䛺い⪅䛻は䠈䛂イン䝧ステ䜱䝀ーシ䝵ン演習䛃と䛂プレ䝊ンテーシ䝵ン演習䛃のᒚಟをㄆ䜑䛺い。 

 

���༞ᴗ◊✲ࡢ╔ᡭ᮲௳ 

䐟 3 ᖺ䛻㐍⣭䛧䠈1 ᖺ௨ୖᅾ学䛧䛶いること（ఇ学ᮇ間をྵ䜎䛺い）。 

䐠 1㻙3 ᖺḟ開講のᚲಟ科目の単位を 44 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

䐡 ༞ᴗせ௳科目のಟ得単位の合計䛜 114 単位௨ୖ䛷䛒ること。 

䐢 䛂イン䝧ステ䜱䝀ーシ䝵ン演習䛃と䛂プレ䝊ンテーシ䝵ン演習䛃の単位をಟ得䛧䛶いること。 

䐣 2㻙3 ᖺḟ開講の䛂理学系科目䛃を 4 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

◊✲ᐊ㓄属を 3 ᖺḟ⛅学ᮇ䛻⾜䛖。◊✲ᐊ㓄属の᪉ἲ䛺䛹のヲ⣽はู䛻ㄝ᫂する。 

 

���ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ྲྀࡢᚓについて 

教育⫋ဨචチ≧取得ᕼᮃ⪅は䠈ᒚಟ᱌内䛂Ⅰ．単位のᒚಟ᪉ἲ䛃の㡯目䛂12．教育⫋ဨචチ≧の取得䛻䛴い䛶䛃をཧ↷するこ

と。䛯䛰䛧䠈教ဨචチ取得を๓ᥦと䛧䛯ᒚಟを⾜䛖ሙ合は䠈物理工学 EP の教ົᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること。 

 

���᪩ᮇ༞ᴗࡢࡵࡓࡢ᮲௳㸦学⛉ඹ㏻஦㡯㸧 

2 ᖺḟ⤊஢᫬䛻௨ୗの᮲௳す䜉䛶を‶㊊䛧䛶いる⪅は 3 ᖺḟ䛻㏻ᖖの 3 ᖺḟᒚಟ科目䛻ຍ䛘䠈༞ᴗ◊✲䛺䛹 4 ᖺḟ開講の

科目をᒚಟすること䛜䛷䛝る。入学後䠈4 ᖺᮍ‶䛷䛒䛳䛶䜒䠈物理工学 EP の定䜑る༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳を‶㊊す䜜䜀༞ᴗすること

䛜䛷䛝る。 

䐟 ༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目を 11㻜 単位௨ୖ取得䛧䛶いること。 

䐠 2 ᖺḟ⤊஢᫬の 㻳PA 算入ᑐ㇟科目の 㻳PA 䛜 4㻚1㻡 ௨ୖ䛷䛒ること。 

䐡 2 ᖺḟ䜎䛷のᚲಟ単位をす䜉䛶ಟ得䛧䛶いること。 

こ䜜䜙の᮲௳をす䜉䛶‶䛯すぢ㏻䛧䛜䛒り䠈か䛴᪩ᮇ༞ᴗをᕼᮃする⪅は䠈2 ᖺḟ 12 ᭶ᮎ䛻物理工学 EP の教ົᢸᙜ教ဨ䛻┦

ㄯすること。 

਺
෺
ɾ
ి
ࢠ

৘
ใ
ܥ
学
科
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物理工学教育プログラム学部教育科目（および全学教育科目） 

科目 

区分 
科 目 名 

履修 

年次 

単位数 履修

上限

除外

科目 

備考 履修基準 必

修 

選

必 

選

択 

全学 

教育 

科目 

物理工学概論 1 春 2 必修 2 単位 

専門 

基礎 

科目 

物理工学リテラシー 1 春 1 ○ 

必修 

35 単位 

57

単

位

以

上 

プログラミング実習 1 春 2 ○ 

物理数学基礎演習Ⅰ 1 春 2 ○ 

物理数学基礎演習Ⅱ 1 秋 2 ○ 

力学Ⅰ 1 春 2 

力学Ⅱ 1 秋 2 

力学演習 1 秋 2 ○ 

熱力学 1 秋 2 

電磁気学Ⅰ 1 秋 2 

電磁気学Ⅱ 2 春 2 

電磁気学演習 2 春 2 ○ 

量子力学Ⅰ 2 春 2 

量子力学Ⅱ 2 秋 2 

量子力学演習 2 秋 2 ○ 

物理実験 1 春 1 ○ 

化学実験 1 春 1 ○ 

物理工学実験情報演習Ⅰ 1 秋 2 ○ 

物理工学実験情報演習Ⅱ 2 春 2  ○ 

物理科学と先端技術 ２春  2 

線形代数学Ⅰ １春  2 

選択必修 １ 

12 単位以上 

線形代数学Ⅱ １秋  2 

解析学Ⅰ 1春  2 

解析学Ⅱ １秋 2 

微分方程式Ⅰ 1秋 2 

関数論 2春 2 

応用数学 2秋 2 

物理数学演習 2 秋 2 ○ 

基礎化学Ⅰ 1 春 2 

選択必修 ２ 

8 単位以上 

基礎化学Ⅱ 1 秋 2 

離散数学Ⅰ 1 春 2 

離散数学Ⅱ 1 秋 2 

確率・統計 2 秋 2 

代数学Ⅰ 2 春 2 

幾何学Ⅰ 2 春 2 

情報処理概論 2 春 2 

コンピュータグラフィックス 2 春 2 

回路理論 2 春 2 

基礎電子回路 2 秋 2 

基礎制御論 2 秋 2 

計測 3 春 2 

秋

yanagihara.k-rjp
線



) �� 

科目 

༊分 
科 目 名 

ᒚಟ 

ᖺḟ 

単位数 ᒚಟ

ୖ㝈

㝖እ

科目 

ഛ⪃ ᒚಟ基‽ ᚲ

ಟ 

㑅

ᚲ 

㑅

ᢥ 

専

門

科

目 

物理工学ᐇ㦂情報演習䊢 2 ⛅ 2 䕿 

ᚲಟ 

1㻣 単位 

41

単

位

௨

ୖ 

統計力学 3 ᫓ 2 

統計力学演習 3 ᫓ 2 䕿 

イン䝧ステ䜱䝀ーシ䝵ン演習 3 ᫓ 2 䕿 

プレ䝊ンテーシ䝵ン演習 3 ⛅ 2 䕿 

先端物理䝊䝭䝘ール 4 ㏻ 2 

༞ᴗ◊✲ 4 ㏻ 㻡 䕿 

物

理

専

門

科

目 

現代物理学入門 1 ⛅ 2 

㑅ᢥᚲಟ 䠏 

12単位௨ୖ 

電磁気学䊢 2 ⛅ 2 

量子力学䊢 3 ᫓ 2 

量子統計力学 3 ⛅ 2 

固体物理学 3 ᫓ 2 

光学 3 ᫓ 2 

解析力学 2 ᫓ 2 

㐃⥆体力学 3 ⛅ 2 

物理䜻䝱䝸䜰䜰䝑プ 3 ⛅ 2 

物理工学ㄢ㢟◊✲䈜 3 ⛅ 4 䕿 

理

学

系

科

目 

高エネルギー物理学 3 ᫓ 2 

理学系科目 

㑅ᢥᚲಟ 

㻤 単位௨ୖ 

（学ኈ（理学）） 

4 単位௨ୖ 

（学ኈ（工学）） 

物性物理学 3 ⛅ 2 

量子・光物理学 3 ⛅ 2 

㐃⥆体力学 3 ⛅ 2 

代数学Ⅱ 2 ⛅ 2 

ᗄఱ学Ⅱ 2 ⛅ 2 

ト䝫ロ䝆ー 3 ᫓ 2 

ከᵝ体論 3 ⛅ 2 

工

学

系

科

目 

䝁ン䝢䝳ー䝍ネ䝑ト䝽ーク 3 ᫓ 2 

工学系科目 

㑅ᢥᚲಟ 

㻜 単位௨ୖ 

（学ኈ（理学）） 

4 単位௨ୖ 

（学ኈ（工学）） 

半導体工学 3 ⛅ 2 

集積エレクトロニクス 3 ᫓ 2 

電子デバイス 3 ᫓ 2 

光エレクトロニクス 3 ᫓ 2 

䜰ル䝂䝸䝈ムとデー䝍構造 2 ᫓ 2 

情報・物理䝉䜻䝳䝸テ䜱 3 ᫓ 2 

⏬ീ・㡢ኌ情報ฎ理 3 ⛅ 2 

䛭

の

௚ 

་・工学㐃ᦠ基礎 2 ⛅ 2 

㑅ᢥ 

㻜 単位௨ୖ 

物理工学イン䝍ーンシ䝑プ 3 ⛅ 2 

ရ質⟶理 3 ᫓ 2 

安全工学概論 3 ᫓ 2 

⥲合応用工学概論 3 ᫓ 2 

（ὀ） 学ኈ（理学）取得の䛯䜑䛻は理学系科目 㻤 単位௨ୖ䠈学ኈ（工学）取得の䛯䜑䛻は理学系科目 4 単位௨ୖ䠈工学系科目 4

単位௨ୖをಟ得すること。䈜༳は㣕䜃入学䛻よる኱学㝔㐍学⪅ᑐ㇟の科目䛷䛒る。 

਺
෺
ɾ
ి
ࢠ

৘
ใ
ܥ
学
科

yanagihara.k-rjp
線

yanagihara.k-rjp
線

yanagihara.k-rjp
線
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科目 

区分 
科 目 名 

履修 

年次・ 

ターム 

単位数 履修

上限

除外

科目 

備考 履修基準 必

修 

選

必 

選

択 

専門 

基礎 

科目 

自然環境リスク共生概論Ｂ 1 ④   1 ○  

これらは教職関連科目 

である。卒業に必要な 

単位に算入しないし， 

GPA の計算に用いない。 

生物科学Ⅰ 1 春   2 ○  

生物科学Ⅱ 1 秋   2 ○  

生態学遠隔地フィールドワーク 2 ③   2 ○  

海洋学フィールドワーク 2 ③   2 ○  

生態学実習Ⅰ 3 ①   1 ○  

生態学実習Ⅱ 3 ②   1 ○  

地球科学 1 春   2 ○  

地球システム論Ⅰ 2 ④   1 ○  

地球システム論Ⅱ 2 ⑤   1 ○  

地球科学実験 1 春   2 ○  

地質学遠隔地フィールドワーク 3 春   2 ○  
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電子情報システム教育プログラム 
本教育プログラムでは，社会の中で電子情報工学分野を担って活躍し得る人材の養成を目指している。電気，電子，通信，情

報という広範な分野を総合的に教育することで，様々な技術革新に対応できる柔軟な発想と能力を備えた人材の養成を目指す。

主に 1，2 年次では，電気回路，電磁気，エレクトロニクス，通信，情報に関わる基礎を深く理解する。2 年次以降では，電気エネ

ルギーと電気機器，制御とシステム，電子デバイス，集積エレクトロニクス，電子回路，通信伝送システム，情報通信，コンピュータ

アーキテクチャ，ならびにそれらの境界領域，融合領域について学ぶ。また，演習・実験・ゼミなどの少人数教育により実践的能

力と自己表現能力を身につける。さらに特別実験や卒業研究での先端技術の研究を通じて独創性を持って自ら考え行動するこ

とができる人材を養成する。 

(1)卒業要件 

4 年以上在学し，全学教育科目 20 単位以上，学部教育科目 104 単位以上，合計 124 単位以上を修得し，卒業要件に関わる

科目の GPA が 2.0 以上であり，かつ卒業審査に合格することとする。概要は以下の通りである。学部教育科目については，以下

の表に示すようにさらに細かい基準が決められている。 

（下表の注釈について） 
*必修及び選択必修の要件を満たした上で必要単位数以上を修得すること。 

この履修基準（卒業に必要な修得単位数）を満足し，GPA が 2.0 以上であることが卒業要件となることに留意すること。 
†第一種専門科目と第二種専門科目の合計が 20 単位以上であることを示す。ただし，電気計測は必修である。 
‡第二種専門科目と第三種専門科目の合計が 33 単位以上であることを示す。 

全

学

教

育

科

目 

基礎科目 
人文社会系科目 4 単位以上 

20 単位

以上 

124 単位

以上 

自然科学系科目 電子情報システム概論は必修 2 単位以上 

健康スポーツ科目 
選択 

（2 単位までを全学教育科目の単位に算入できる） 

グローバル教育科目 

選択 0 単位以上 4 単位以下 

（「世界事情科目」または「海外研修」から 2 単位以下，「国際交

流科目」から 2 単位以下。） 

イノベーション教育科目 
選択 

（2 単位までを全学教育科目の単位に算入できる） 

外国語科目 

 8 単位以上 

英語科目 6 単位以上 

初修外国語科目 2 単位以上 

学

部

教

育

科

目 

基礎演習科目 情報リテラシ，電気数学 必修 4 単位 

104 単

位以上 

専門基礎科目 

必修 6 単位 

数学系選択必修 6 単位以上 

化学系選択必修 4 単位以上 

物理学系選択必修 6 単位以上 

26 単位以上* 

専門科目 

必修科目 19 単位 

74 単位以上 

第一種専門科目 
20 単位以上† 

第二種専門科目  

第三種専門科目 
33 単位以上‡ 

(ア) 卒業に必要な総単位数に算入される科目（GPA 対象科目）は，全学教育科目，電子情報システム教育プログラム学部教育

科目表に記載された基礎演習科目，専門基礎科目と専門科目である。全学教育科目の履修方法，履修制限等について

は，全学教育科目履修案内を参照すること。 

(イ) 本学の他 EP 科目，他学科科目，他学部科目，地域交流科目，横浜市内大学間学術交流・教育交流による単位互換科目

の修得単位は，卒業に必要な総単位数に算入されない。また，教員免許状の取得にかかる教育の基礎的理解に関する科

目等も，卒業に必要な総単位数に算入されない。放送大学による単位互換科目の修得単位は基礎科目，初修外国語科目

3 科目 6 単位まで卒業に必要な単位に算入できる。これらの科目の履修希望者は，必ず事前に電子情報システム教育プロ

グラムの教務担当教員に問い合わせ，指示に従うこと。 

(ウ) グローバル教育科目 4 単位以下の内訳は，「世界事情科目」または「海外研修」から 2 単位以下，「国際交流科目」から 2

単位以下となる。 

 



) �� 
 

㟁Ꮚ᝟ሗࢸࢫࢩムᩍ⫱プログラム 
ᮏ教育プログラム䛷は䠈社会の୰䛷電子情報工学分㔝をᢸ䛳䛶ά㌍䛧得るே材の㣴成を目指䛧䛶いる。電気䠈電子䠈㏻ಙ䠈情

報とい䛖ᗈ⠊䛺分㔝を⥲合ⓗ䛻教育すること䛷䠈ᵝ䚻䛺技術㠉᪂䛻ᑐ応䛷䛝るᰂ㌾䛺発᝿と能力をഛ䛘䛯ே材の㣴成を目指す。

୺䛻 1䠈2 ᖺḟ䛷は䠈電気回路䠈電磁気䠈エレクトロニクス䠈㏻ಙ䠈情報䛻㛵わる基礎を῝䛟理解する。2 ᖺḟ௨㝆䛷は䠈電気エネ

ルギーと電気機ჾ䠈ไᚚとシステム䠈電子デバイス䠈集積エレクトロニクス䠈電子回路䠈㏻ಙఏ㏦システム䠈情報㏻ಙ䠈䝁ン䝢䝳ー䝍

䜰ー䜻テク䝏䝱䠈䛺䜙䜃䛻䛭䜜䜙の境⏺㡿ᇦ䠈⼥合㡿ᇦ䛻䛴い䛶学䜆。䜎䛯䠈演習・ᐇ㦂・䝊䝭䛺䛹のᑡே数教育䛻よりᐇ㊶ⓗ能

力と⮬ᕫ表現能力を㌟䛻䛴䛡る。䛥䜙䛻≉ูᐇ㦂䜔༞ᴗ◊✲䛷の先端技術の◊✲を㏻䛨䛶⊂๰性をᣢ䛳䛶⮬䜙⪃䛘⾜ືするこ

と䛜䛷䛝るே材を㣴成する。 

�1�༞ᴗせ௳ 

4 ᖺ௨ୖᅾ学䛧䠈全学教育科目 2㻜 単位௨ୖ䠈学部教育科目 1㻜4 単位௨ୖ䠈合計 124 単位௨ୖをಟ得䛧䠈༞ᴗせ௳䛻㛵わる

科目の 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒り䠈か䛴༞ᴗᑂᰝ䛻合᱁することとする。概せは௨ୗの㏻り䛷䛒る。学部教育科目䛻䛴い䛶は䠈௨ୗ

の表䛻♧すよ䛖䛻䛥䜙䛻⣽かい基‽䛜Ỵ䜑䜙䜜䛶いる。 

（ୗ表のὀ㔘䛻䛴い䛶） 
㻖ᚲಟཬ䜃㑅ᢥᚲಟのせ௳を‶䛯䛧䛯ୖ䛷ᚲせ単位数௨ୖをಟ得すること。 

このᒚಟ基‽（༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ಟ得単位数）を‶㊊䛧䠈㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒ること䛜༞ᴗせ௳と䛺ること䛻␃ពすること。 
䈂➨୍✀専門科目と➨஧✀専門科目の合計䛜 2㻜 単位௨ୖ䛷䛒ることを♧す。䛯䛰䛧䠈電気計 はᚲಟ䛷䛒る。 
䈃➨஧✀専門科目と➨୕✀専門科目の合計䛜 33 単位௨ୖ䛷䛒ることを♧す。 

全

学

教

育

科

目 

基礎科目 
ேᩥ社会系科目 4 単位௨ୖ 

2㻜 単位

௨ୖ 

124 単位

௨ୖ 

⮬↛科学系科目 電子情報システム概論はᚲಟ 2 単位௨ୖ 

೺ᗣス䝫ー䝒科目 
㑅ᢥ 

（2 単位䜎䛷を全学教育科目の単位䛻算入䛷䛝る） 

グローバル教育科目 

㑅ᢥ 㻜 単位௨ୖ 4 単位௨ୗ 

（䛂ୡ⏺஦情科目䛃䜎䛯は䛂海እ◊ಟ䛃か䜙 2 単位௨ୗ䠈䛂ᅜ㝿஺

流科目䛃か䜙 2 単位௨ୗ。） 

イ䝜䝧ーシ䝵ン教育科目 
㑅ᢥ 

（2 単位䜎䛷を全学教育科目の単位䛻算入䛷䛝る） 

እᅜㄒ科目 

 㻤 単位௨ୖ 

ⱥㄒ科目 㻢 単位௨ୖ 

ึಟእᅜㄒ科目 2 単位௨ୖ 

学

部

教

育

科

目 

基礎演習科目 情報䝸テラシ䠈電気数学 ᚲಟ 4 単位 

1㻜4 単

位௨ୖ 

専門基礎科目 

ᚲಟ 㻢 単位 

数学系㑅ᢥᚲಟ 㻢 単位௨ୖ 

化学系㑅ᢥᚲಟ 4 単位௨ୖ 

物理学系㑅ᢥᚲಟ 㻢 単位௨ୖ 

2㻢 単位௨ୖ㻖 

専門科目 

ᚲಟ科目 1㻥 単位 

㻣4 単位௨ୖ 

➨୍✀専門科目 
2㻜 単位௨ୖ䈂 

➨஧✀専門科目  

➨୕✀専門科目 
33 単位௨ୖ䈃 

(䜰) ༞ᴗ䛻ᚲせ䛺⥲単位数䛻算入䛥䜜る科目（㻳PA ᑐ㇟科目）は䠈全学教育科目䠈電子情報システム教育プログラム学部教育

科目表䛻グ㍕䛥䜜䛯基礎演習科目䠈専門基礎科目と専門科目䛷䛒る。全学教育科目のᒚಟ᪉ἲ䠈ᒚಟไ㝈➼䛻䛴い䛶

は䠈全学教育科目ᒚಟ᱌内をཧ↷すること。 

(イ) ᮏ学の௚ EP 科目䠈௚学科科目䠈௚学部科目䠈ᆅᇦ஺流科目䠈ᶓ὾ᕷ内኱学間学術஺流・教育஺流䛻よる単位஫᥮科目

のಟ得単位は䠈༞ᴗ䛻ᚲせ䛺⥲単位数䛻算入䛥䜜䛺い。䜎䛯䠈教ဨචチ≧の取得䛻かかる教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科

目➼䜒䠈༞ᴗ䛻ᚲせ䛺⥲単位数䛻算入䛥䜜䛺い。ᨺ㏦኱学䛻よる単位஫᥮科目のಟ得単位は基礎科目䠈ึಟእᅜㄒ科目

3 科目 㻢 単位䜎䛷༞ᴗ䛻ᚲせ䛺単位䛻算入䛷䛝る。こ䜜䜙の科目のᒚಟᕼᮃ⪅は䠈ᚲ䛪஦๓䛻電子情報システム教育プロ

グラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻ၥい合わ䛫䠈指♧䛻ᚑ䛖こと。 

(䜴) グローバル教育科目 4 単位௨ୗの内ヂは䠈䛂ୡ⏺஦情科目䛃䜎䛯は䛂海እ◊ಟ䛃か䜙 2 単位௨ୗ䠈䛂ᅜ㝿஺流科目䛃か䜙 2

単位௨ୗと䛺る。 
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(2)履修登録単位数の上限（学科共通事項） 

各学期における履修登録単位数には上限があり，その上限値を超えて履修登録することはできない。入学した年度の春学期

はすべての学生に対して 24 単位が上限値であり，その後の学期に関しては 20 単位を上限とする。なお，成績優良者（履修登録

する直前の学期に履修した科目に関して算出した GPA が 2.5 以上の者）は上限値が緩和され，26 単位まで履修登録できる。な

お，履修登録上限単位数の計算には下記に定める実験・演習・実習科目は含めない。 

履修単位上限計算から除外される科目 

科目名 開講年次 単位数 科目名 開講年次 単位数 

電気数学 

情報リテラシ 
1 年春学期 

2 単位 

2 単位 

化学実験 

物理実験 

プログラミング基礎 

1 年秋学期 

1 単位 

1 単位 

2 単位 

電子情報システム基礎実験Ⅰ 

プログラミング演習 

電気計測 

2 年春学期 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

電子情報システム基礎実験Ⅱ 2 年秋学期 2 単位 

電子情報システム実験Ⅰ 

電子情報システム実験Ⅱ 

電子情報システムプログラミング演習 

電子情報工学実験 

3 年春学期 

1 単位 

1 単位 

1 単位 

1 単位 

電子情報システム特別実験 

学外実習 
3 年秋学期 

4 単位 

2 単位 

卒業研究：早期卒業の場合 3 年 通年 5 単位 

卒業研究 4 年 通年 5 単位 

この他，教員免許状の取得にかかる教育の基礎的理解に関する科目等，および，理工学部副専攻プログラム科目（ただし，主専

攻の科目として履修する場合は履修登録単位上限の科目に含まれる）は，履修単位上限から除外する。 

(3)卒業研究の着手条件 

卒業研究を開始するためには，以下の条件を全て満足していなければならない。 

① 全学教育科目の履修が卒業に必要な要件を満たしていること。 

② 基礎演習科目の履修が卒業に必要な要件を満たしていること。 

③ 専門基礎科目を 24 単位以上修得していること。 

④ 卒業研究を除き，必修科目を全て修得していること。 

⑤ 専門科目を 61 単位以上修得していること。 

⑥ 第二種専門科目と第三種専門科目から合計 23 単位以上修得していること。 

⑦ 卒業研究を開始する時点での（直前の学期までの）卒業要件に関わる科目の GPA が 2.0 以上であること。 

(4)電気主任技術者について 

電気主任技術者資格取得のためには選択科目の中から特定の科目を履修しなければならない。詳細については，電子情報

システム教育プログラムの教務担当教員に確認すること。 

(5)教育職員免許状の取得について 

教育職員免許状取得希望者は，履修案内「Ⅰ．単位の履修方法」の項目「12．教育職員免許状の取得について」を参照するこ

と。ただし，教員免許取得を前提とした履修を行う場合は，電子情報システム教育プログラムの教務担当教員に相談すること。 

(6)早期卒業のための条件（学科共通事項） 

2 年次終了時に以下の条件すべてを満足している者は 3 年次に通常の 3 年次履修科目に加え，卒業研究など 4 年次開講の

科目を履修することができる。入学後，4 年未満であっても，電子情報システム教育プログラムの定める卒業に必要な要件を満足

すれば卒業することができる。 

① 卒業要件に関わる科目を 110 単位以上取得していること。 

② 2 年次終了時の GPA 算入対象科目の GPA が 4.15 以上であること。 

③ 2 年次までの必修単位をすべて修得していること。 

 これらの条件をすべて満たす見通しがあり，かつ早期卒業を希望する者は，2 年次 12 月末に電子情報システム教育プログラ

ムの教務担当教員に相談すること。 
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電子情報システム教育プログラム学部教育科目（および全学教育科目） 

科目 

区分 
科 目 名 

履修

年次 

単位数 履修

上限

除外

科目 

備考 履修基準 必

修 

選

必 

選

択 

全学

教育

科目 

エネルギーと環境 1 春   2  

  
コンピュータシステムとコミュニケー

ション 
1 秋   2  

電子情報システム概論 1 春 2    

学

部

教

育

科

目 

基

礎

演

習

科

目 

電気数学 1 春 2   ○  

4 単位 

情報リテラシ 1 春 2   ○  

専

門

基

礎

科

目 

線形代数学Ⅰ 1 春 2     

6 単位 

26 

単位 

以上 

線形代数学Ⅱ 1 秋 2     

化学実験 1 秋 1   ○  

物理実験 1 秋 1   ○  

解析学Ⅰ 1 春  2    

数学系 

選択必修 

6 単位以上 

解析学Ⅱ 1 秋  2    

微分方程式Ⅰ 1 秋  2    

離散数学Ⅰ 2 春  2    

関数論 2 春  2    

基礎化学Ⅰ 1 春  2    
化学系 

選択必修 

4 単位以上 

基礎化学Ⅱ 1 秋  2    

材料有機化学 2 春  2    

材料無機化学 2 秋  2    

基礎力学Ⅰ 1 春  2    

物理学系 

選択必修 

6 単位以上 

基礎力学Ⅱ 1 秋  2    

基礎熱力学 1 秋  2    

量子力学 2 春  2    

基礎解析力学 2 春  2    

図学Ⅰ 1 春   2   

 

応用数学 2 秋   2   

材料力学 2 秋   2   

計測 3 春   2   

応用数学演習Ａ 3 春   2   

応用数学演習Ｂ 3 秋   2   

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 4 春   2   

流体力学 3 秋   2   

移動および速度論Ａ 4 春   2   

自然環境リスク共生概論Ｂ 1④   1 ○  

卒業に必要な単位に 

算入しない。 

履修上限から除外する。 

GPA に算入しない。 

生物科学Ⅰ 1 春   2 ○  

生物科学Ⅱ 1 秋   2 ○  

生態学遠隔地フィールドワーク 2③   2 ○  

海洋学フィールドワーク 2③   2 ○  

生態学実習Ⅰ 3①   1 ○  

生態学実習Ⅱ 3②   1 ○  

地球科学 1 春   2 ○  

地球システム論Ⅰ 2④   1 ○  

地球システム論Ⅱ 2⑤   1 ○  

地球科学実験 1 春   2 ○  

地質学遠隔地フィールドワーク 3 春   2 ○  
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㟁Ꮚ᝟ሗ࣒ࢸࢫࢩᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉᏛ㒊ᩍ⫱⛉┠㸦ࡧࡼ࠾඲Ꮫᩍ⫱⛉┠㸧 

科目 

༊分 
科 目 名 

ᒚಟ

ᖺḟ 

単位数 ᒚಟ

ୖ㝈

㝖እ

科目 

ഛ⪃ ᒚಟ基‽ ᚲ

ಟ 

㑅

ᚲ 

㑅

ᢥ 

全学

教育

科目 

エネルギーと環境 1 ᫓   2  

  
䝁ン䝢䝳ー䝍システムと䝁䝭䝳ニ䜿ー

シ䝵ン 
1 ⛅   2  

電子情報システム概論 1 ᫓ 2    

学

部

教

育

科

目 

基

礎

演

習

科

目 

電気数学 1 ᫓ 2   䕿  

4 単位 

情報䝸テラシ 1 ᫓ 2   䕿  

専

門

基

礎

科

目 

線ᙧ代数学Ⅰ 1 ᫓ 2     

㻢 単位 

2㻢 

単位 

௨ୖ 

線ᙧ代数学Ⅱ 1 ⛅ 2     

化学ᐇ㦂 1 ⛅ 1   䕿  

物理ᐇ㦂 1 ⛅ 1   䕿  

解析学Ⅰ 1 ᫓  2    

数学系 

㑅ᢥᚲಟ 

㻢 単位௨ୖ 

解析学Ⅱ 1 ⛅  2    

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ 1 ⛅  2    

㞳ᩓ数学Ⅰ 2 ᫓  2    

㛵数論 2 ᫓  2    

基礎化学Ⅰ 1 ᫓  2    
化学系 

㑅ᢥᚲಟ 

4 単位௨ୖ 

基礎化学Ⅱ 1 ⛅  2    

材料有機化学 2 ᫓  2    

材料無機化学 2 ⛅  2    

基礎力学Ⅰ 1 ᫓  2    

物理学系 

㑅ᢥᚲಟ 

㻢 単位௨ୖ 

基礎力学Ⅱ 1 ⛅  2    

基礎熱力学 1 ⛅  2    

量子力学 2 ᫓  2    

基礎解析力学 2 ᫓  2    

図学Ⅰ 1 ᫓   2   

 

応用数学 2 ⛅   2   

材料力学 2 ⛅   2   

計  3 ᫓   2   

応用数学演習䠝 3 ᫓   2   

応用数学演習䠞 3 ⛅   2   

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡴䢚䢓䢈䡤䡫䡴䡹 4 ᫓   2   

流体力学 3 ⛅   2   

⛣ື䛚よ䜃㏿度論䠝 4 ᫓   2   

⮬↛環境䝸スクඹ生概論䠞 1䐢   1 䕿  

༞ᴗ䛻ᚲせ䛺単位䛻 

算入䛧䛺い。 

ᒚಟୖ㝈か䜙㝖እする。 

㻳PA 䛻算入䛧䛺い。 

生物科学Ⅰ 1 ᫓   2 䕿  

生物科学Ⅱ 1 ⛅   2 䕿  

生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2䐡   2 䕿  

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク 2䐡   2 䕿  

生ែ学ᐇ習Ⅰ 3䐟   1 䕿  

生ែ学ᐇ習Ⅱ 3䐠   1 䕿  

ᆅ⌫科学 1 ᫓   2 䕿  

ᆅ⌫システム論Ⅰ 2䐢   1 䕿  

ᆅ⌫システム論Ⅱ 2䐣   1 䕿  

ᆅ⌫科学ᐇ㦂 1 ᫓   2 䕿  

ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 3 ᫓   2 䕿  
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科目 

区分 
科 目 名 履修年次 

単位数 履修

上限

除外

科目 

備考 履修基準 必

修 

選

必 

選

択 

学

部

教

育

科

目 

必

修

科

目 

プログラミング演習 2 春 2   ○  

19 単位 

74 

単位 

以上 

電子情報システム基礎実験Ⅰ 2 春 2   ○  

電子情報システム基礎実験Ⅱ 2 秋 2   ○  

電子情報システム実験Ⅰ 3 春 1   ○  

電子情報システム実験Ⅱ 3 春 1   ○  

電子情報ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習 3 春 1   ○  

電子情報工学実験 3 春 1   ○  

電子情報システム特別実験※ 3 秋 4   ○ 履修条件有(欄外参照) 

卒業研究 4 通 5   ○  

第

1

種

専

門

科

目 

計算機入門 1 春   2   

第 1 種専門科目

＋ 

第 2 種専門科目 

 

20 単位以上 

プログラミング基礎 1 秋   2 ○  

電気磁気学Ⅰ 1 秋   2   

回路理論Ⅰ 1 秋   2   

電気磁気学Ⅱ 2 春   2   

回路理論Ⅱ 2 春   2   

回路解析 2 春   2   

電気計測 2 春 1   ○  

確率・統計基礎 2 春   2   

論理回路 2 春   2   

アルゴリズム 2 春   2   

第

2

種

専

門

科

目 

電子物性 2 春   2   

 

電気機器学 2 秋   2   

電子回路Ⅰ 2 秋   2   

伝送工学 2 秋   2   

情報理論 2 秋   2   

第

3

種

専

門

科

目 

半導体工学 2 秋   2   

第 2 種専門科目

＋ 

第 3 種専門科目 

 

33 単位以上 

ディジタル信号処理 2 秋   2   

先端電子情報工学 3 春   2   

コンピュータネットワーク 3 春   2   

パワーエレクトロニクス 3 春   2   

基礎制御理論 3 春   2   

電子回路Ⅱ 3 春   2   

ディジタル通信 3 春   2   

電気エネルギーシステム工学 3 春   2   

集積エレクトロニクス 3 春   2   

電子デバイス 3 春   2   

光エレクトロニクス 3 春   2   

電磁波工学 3 春   2   

ソフト・コンピューティング 3 春   2   

システム最適化理論 3 春   2 ○  

学外実習 3 秋   2   

計算理論Ⅰ 3 秋   2   

量子・光物理学 3 秋   2   

量子統計力学 3 秋   2   

連続体力学 3 秋   2   

物性物理学 3 秋   2   

画像・音声情報処理 3 秋   2   

機械学習 3 秋   2   

情報社会倫理 3 秋   2   

電気法規・施設管理 
3 または

4 
  2   
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電気設計製図 
3 または

4 
  2   

品質管理 
3 または

4 
  2   

発電工学 
3 または

4 
  2   

固体物理学 4 春   2   

データサイエンス 4 春   2   

総合応用工学概論 4 春   2   

コンパイラ 4 春   2   

人工知能 4 春   2   

情報・物理セキュリティ 4 春   2   

サイバーフィジカルネットワークアー

キテクチュア 
4 秋   2   

医・工学連携基礎 4 秋   2   

 

※「電子情報システム特別実験」の履修には「電子情報システム概論」「電気数学」「情報リテラシ」「線形代数学Ⅰ」「電気計測」「化学実験」「物理

実験」「プログラミング演習」「電子情報システム基礎実験Ⅰ」「電子情報システム基礎実験Ⅱ」「電子情報システム実験Ⅰ」「電子情報システム実験

Ⅱ」「電子情報システムプログラミング演習」「電子情報工学実験」が全て修得済みであることが必要である。また、3 年春学期終了時点の成績から

卒業研究の着手要件を満たすために必要な残り単位数を計算し、この残り単位数が 3 年秋学期の履修上限単位数よりも多い場合に、「電子情報

システム特別実験」の履修が認められない場合がある。9 月末頃にガイダンスを実施する予定なので，春学期の内から電子情報工学棟 1 階掲示

板の掲示に注意すること。 
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電気設計製図 
3 䜎䛯は

4 
  2   

ရ質⟶理 
3 䜎䛯は

4 
  2   

発電工学 
3 䜎䛯は

4 
  2   

固体物理学 4 ᫓   2   

デー䝍䝃イエンス 4 ᫓   2   

⥲合応用工学概論 4 ᫓   2   

䝁ン䝟イラ 4 ᫓   2   

ே工▱能 4 ᫓   2   

情報・物理䝉䜻䝳䝸テ䜱 4 ᫓   2   

䝃イバー䝣䜱䝆䜹ルネ䝑ト䝽ーク䜰ー

䜻テク䝏䝳䜰 
4 ⛅   2   

་・工学㐃ᦠ基礎 4 ⛅   2   

 

䈜䛂電子情報システム≉ูᐇ㦂䛃のᒚಟ䛻は䛂電子情報システム概論䛃䛂電気数学䛃䛂情報䝸テラシ䛃䛂線ᙧ代数学Ⅰ䛃䛂電気計 䛃䛂化学ᐇ㦂䛃䛂物理

ᐇ㦂䛃䛂プログラ䝭ング演習䛃䛂電子情報システム基礎ᐇ㦂Ⅰ䛃䛂電子情報システム基礎ᐇ㦂Ⅱ䛃䛂電子情報システムᐇ㦂Ⅰ䛃䛂電子情報システムᐇ㦂

Ⅱ䛃䛂電子情報システムプログラ䝭ング演習䛃䛂電子情報工学ᐇ㦂䛃䛜全䛶ಟ得῭䜏䛷䛒ること䛜ᚲせ䛷䛒る。䜎䛯䚸3 ᖺ᫓学ᮇ⤊஢᫬Ⅼの成⦼か䜙

༞ᴗ◊✲の╔ᡭせ௳を‶䛯す䛯䜑䛻ᚲせ䛺ṧり単位数を計算䛧䚸このṧり単位数䛜 3 ᖺ⛅学ᮇのᒚಟୖ㝈単位数より䜒ከいሙ合䛻䚸䛂電子情報

システム≉ูᐇ㦂䛃のᒚಟ䛜ㄆ䜑䜙䜜䛺いሙ合䛜䛒る。㻥 ᭶ᮎ㡭䛻䜺イ䝎ンスをᐇ᪋するண定䛺の䛷䠈᫓学ᮇの内か䜙電子情報工学Ჷ 1 㝵ᥖ♧

ᯈのᥖ♧䛻ὀពすること。 
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情報工学教育プログラム 
本教育プログラムでは，情報学・情報工学の基礎から応用までを身につけ，自ら先端的な情報理論・処理方式・システムを創造

して社会に貢献できる人材の育成を目標とします。情報工学，計算機科学，ソフトウェアシステムをベースにした教育により，社

会・産業の基盤となる情報技術の基礎，応用，深化，革新を主導する総合能力をもった人材を養成します。ソフトウェアとプログラ

ミング言語，データベース，画像・言語・音声・マルチメディア情報処理，言語理論，人工知能，認知科学，コンピュータネットワー

ク，セキュリティ，ソフトウェアシステムの設計と管理などについて，講義・演習・実験を通して基礎理論と実践的な応用について学

びます。 

 

(1)卒業要件 

① 4 年以上在学すること。 

② 全学教育科目：基礎科目（人文社会系 4 単位以上，自然科学系科目 4 単位以上），外国語科目 8 単位以上（英語科

目 6 単位以上，初修外国語科目 2 単位以上），健康スポーツ科目に関して，合計 30 単位以上を修得する。 

③ 学部教育科目：基礎演習科目必修 4 単位，専門基礎科目必修 6 単位及び選択必修 14 単位を含む 26 単位以上，専

門科目必修 20 単位を含む 64 単位以上を修得し，合計 94 単位以上を修得する。 

④ 上記の卒業要件に関わる全科目の GPA が 2.0 以上であること。 

⑤ 卒業の審査に合格すること。 

 

全

学

教

育

科

目 

基礎科目 

人文社会系    4 単位以上 

自然科学系    4 単位以上 

情報工学概論は必修 

30 単位

以上 

124 単位

以上 

外国語科目 

英語科目を 6 単位以上 

初修外国語科目を 2 単位以上 

合計 8 単位以上 

健康スポーツ科目 
選択 

（2 単位までを全学教育科目の単位に算入できる） 

グローバル教育科目 選択 

イノベーション教育科目 選択 

学

部

教

育

科

目 

基礎演習科目 必修 4 単位 4 単位 

94 単位

以上 
専門基礎科目 

必修 6 単位 

選択必修 1 を 4 単位以上 

選択必修 2 を 4 単位以上 

選択必修 3 を 6 単位以上 

26 単位以上 

専門科目 必修 20 単位 64 単位以上 

(ア) 卒業に必要な総単位数に算入される科目（GPA 対象科目）は，全学教育科目，情報工学教育プログラム学部教育科目表

に記載された基礎演習科目と専門基礎科目と専門科目である。全学教育科目の履修方法，履修制限等については，全学

教育科目履修案内を参照すること。 

(イ) 全学教育科目の外国語科目においては，留学生のみ，日本語科目を初修外国語科目へ読み替えられる。 

(ウ) 放送大学による単位互換科目を 2 単位まで全学教育科目の基礎科目あるいは初修外国語科目として卒業に必要な単位に

算入することができる。 

(エ) 本学の他 EP 科目，他学科科目，他学部科目，横浜市内大学間学術交流・教育交流による単位互換科目の修得単位は，

卒業に必要な総単位数に算入されない。また，後出の表「情報工学教育プログラム学部教育科目（および全学教育科目）」

に記載されていない教育の基礎的理解に関する科目等及びその他教職関連科目は，卒業に必要な総単位数に算入され

ない。これらの科目の履修希望者は，必ず事前に情報工学教育プログラムの教務担当教員に問い合わせ，指示に従うこ

と。 

 

(2)履修登録単位数の上限（学科共通事項） 

各学期における履修登録単位数には上限があり，その上限値を超えて履修登録することはできない。入学した年度の春学期

はすべての学生に対して 24 単位が上限値であり，その後の学期に関しては 20 単位を上限とする。なお，成績優良者（履修登録

する直前の学期に履修した科目に関して算出した GPA が 2.5 以上の者）は上限値が緩和され，26 単位まで履修登録できる。な

お，履修登録上限単位数の計算には下記に定める実験・演習・実習科目は含めない。 
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履修単位上限計算から除外される科目 

科目名 開講年次 単位数 科目名 開講年次 単位数 

情報リテラシ 1 年春学期 2 単位 

化学実験 

物理実験 

プログラミング入門 

1 年秋学期 

1 単位 

1 単位 

2 単位 

プログラミング演習Ⅰ 2 年春学期 2 単位 プログラミング演習Ⅱ 2 年秋学期 2 単位 

プロジェクトラーニング 3 年春学期 3 単位 
電子情報工学実験 3 年秋学期 1 単位 

情報工学特別演習 3 年秋学期 3 単位 

卒業研究：早期卒業の場合 

情報工学課題研究♯ 
3 年通年 

5 単位 

4 単位 

卒業研究 4 年通年 5 単位 

この他，教員免許状の取得にかかる教育の基礎的理解に関する科目等，および，理工学部副専攻プログラム科目（ただし，主専

攻の科目として履修する場合は履修登録単位上限の科目に含まれる）は，履修単位上限から除外する。 

♯飛び入学による大学院進学者対象科目 

 

(3)卒業研究の着手条件 

卒業研究を開始するためには，以下の条件を全て満足していなければならない。 

① 全学教育科目の履修が卒業に必要な要件をみたしていること。 

② 専門基礎科目を 24 単位以上修得していること。 

③ 卒業研究を除き，必修科目をすべて修得していること。 

④ 専門科目を 47 単位以上修得していること。 

⑤ 卒業研究を開始する時点での（直前の学期までの）卒業要件に関わる科目の GPA が 2.0 以上であること。 

 

(4)教育職員免許状の取得について 

教育職員免許状取得希望者は，履修案内「Ⅰ．単位の履修方法」の項目「12．教育職員免許状の取得について」を参照するこ

と。ただし，教員免許取得を前提とした履修を行う場合は，情報工学教育プログラムの教務担当教員に相談すること。 

 

(5)早期卒業のための条件（学科共通事項） 

2 年次終了時に以下の条件すべてを満足している者は 3 年次に通常の 3 年次履修科目に加え，卒業研究など 4 年次開講の

科目を履修することができる。入学後，4 年未満であっても，情報工学教育プログラムの定める卒業に必要な要件を満足すれば

卒業することができる。 

① 卒業要件に関わる科目を 110 単位以上取得していること。 

② 2 年次終了時の GPA 算入対象科目の GPA が 4.15 以上であること。 

③ 2 年次までの必修単位をすべて修得していること。 

これらの条件をすべて満たす見通しがあり，かつ早期卒業を希望する者は，2 年次 12 月末に情報工学教育プログラムの教務

担当教員に相談すること。 
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ᒚಟ単位ୖ㝈計算か䜙㝖እ䛥䜜る科目 

科目名 開講ᖺḟ 単位数 科目名 開講ᖺḟ 単位数 

情報䝸テラシ 1 ᖺ᫓学ᮇ 2 単位 

化学ᐇ㦂 

物理ᐇ㦂 

プログラ䝭ング入門 

1 ᖺ⛅学ᮇ 

1 単位 

1 単位 

2 単位 

プログラ䝭ング演習Ⅰ 2 ᖺ᫓学ᮇ 2 単位 プログラ䝭ング演習Ⅱ 2 ᖺ⛅学ᮇ 2 単位 

プロ䝆䜵クトラーニング 3 ᖺ᫓学ᮇ 3 単位 
電子情報工学ᐇ㦂 3 ᖺ⛅学ᮇ 1 単位 

情報工学≉ู演習 3 ᖺ⛅学ᮇ 3 単位 

༞ᴗ◊✲䠖᪩ᮇ༞ᴗのሙ合 

情報工学ㄢ㢟◊✲䘏 
3 ᖺ㏻ᖺ 

㻡 単位 

4 単位 

༞ᴗ◊✲ 4 ᖺ㏻ᖺ 㻡 単位 

この௚䠈教ဨචチ≧の取得䛻かかる教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䠈䛚よ䜃䠈理工学部副専攻プログラム科目（䛯䛰䛧䠈୺専

攻の科目と䛧䛶ᒚಟするሙ合はᒚಟⓏ㘓単位ୖ㝈の科目䛻ྵ䜎䜜る）は䠈ᒚಟ単位ୖ㝈か䜙㝖እする。 

䘏㣕䜃入学䛻よる኱学㝔㐍学⪅ᑐ㇟科目 

 

���༞ᴗ◊✲ࡢ╔ᡭ᮲௳ 

༞ᴗ◊✲を開ጞする䛯䜑䛻は䠈௨ୗの᮲௳を全䛶‶㊊䛧䛶い䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。 

䐟 全学教育科目のᒚಟ䛜༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳を䜏䛯䛧䛶いること。 

䐠 専門基礎科目を 24 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

䐡 ༞ᴗ◊✲を㝖䛝䠈ᚲಟ科目をす䜉䛶ಟ得䛧䛶いること。 

䐢 専門科目を 4㻣 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

䐣 ༞ᴗ◊✲を開ጞする᫬Ⅼ䛷の（┤๓の学ᮇ䜎䛷の）༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目の 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒ること。 

 

���ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ྲྀࡢᚓについて 

教育⫋ဨචチ≧取得ᕼᮃ⪅は䠈ᒚಟ᱌内䛂Ⅰ．単位のᒚಟ᪉ἲ䛃の㡯目䛂12．教育⫋ဨචチ≧の取得䛻䛴い䛶䛃をཧ↷するこ

と。䛯䛰䛧䠈教ဨචチ取得を๓ᥦと䛧䛯ᒚಟを⾜䛖ሙ合は䠈情報工学教育プログラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること。 

 

���᪩ᮇ༞ᴗࡢࡵࡓࡢ᮲௳㸦学⛉ඹ㏻஦㡯㸧 

2 ᖺḟ⤊஢᫬䛻௨ୗの᮲௳す䜉䛶を‶㊊䛧䛶いる⪅は 3 ᖺḟ䛻㏻ᖖの 3 ᖺḟᒚಟ科目䛻ຍ䛘䠈༞ᴗ◊✲䛺䛹 4 ᖺḟ開講の

科目をᒚಟすること䛜䛷䛝る。入学後䠈4 ᖺᮍ‶䛷䛒䛳䛶䜒䠈情報工学教育プログラムの定䜑る༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳を‶㊊す䜜䜀

༞ᴗすること䛜䛷䛝る。 

䐟 ༞ᴗせ௳䛻㛵わる科目を 11㻜 単位௨ୖ取得䛧䛶いること。 

䐠 2 ᖺḟ⤊஢᫬の 㻳PA 算入ᑐ㇟科目の 㻳PA 䛜 4㻚1㻡 ௨ୖ䛷䛒ること。 

䐡 2 ᖺḟ䜎䛷のᚲಟ単位をす䜉䛶ಟ得䛧䛶いること。 

こ䜜䜙の᮲௳をす䜉䛶‶䛯すぢ㏻䛧䛜䛒り䠈か䛴᪩ᮇ༞ᴗをᕼᮃする⪅は䠈2 ᖺḟ 12 ᭶ᮎ䛻情報工学教育プログラムの教ົ

ᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること。 
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情報工学教育プログラム学部教育科目（および全学教育科目） 

科目 

区分 
科 目 名 履修年次 

単位数 履修

上限

除外

科目 

履修基準 必

修 

選

必 

選

択 

全学 

教育 

科目 

情報工学概論 1 春 2    

 システム・エンジニアリング 1 春～4 春   2  

コンピュータシステムとコミュニケーション 1 秋   2  

学部 

教育 

科目 

基礎 

演習 

科目 

情報リテラシ 1 春 2   ○ 
4 単位 

プログラミング入門 1 秋 2   ○ 

専門 

基礎 

科目 

線形代数学Ⅰ 1 春 2    

6 単位 

26 

単位 

以上 

線形代数学Ⅱ 1 秋 2    

化学実験 1 秋 1   ○ 

物理実験 1 秋 1   ○ 

解析学Ⅰ 1 春  2   

選択必修 1 

4 単位以上 

解析学Ⅱ 1 秋  2   

微分方程式Ⅰ 1 秋  2   

離散数学Ⅰ 1 春  2   

離散数学Ⅱ 1 秋  2   

関数論 2 春  2   

確率・統計 1 秋  2   

基礎化学Ⅰ 1 春  2   

選択必修 2 

4 単位以上 

基礎化学Ⅱ 1 秋  2   

材料有機化学 2 春  2   

材料無機化学 2 秋  2   

基礎力学Ⅰ 1 春  2   

選択必修 3 

6 単位以上 

基礎力学Ⅱ 1 秋  2   

基礎熱力学 1 秋  2   

基礎解析力学 2 春  2   

量子力学 2 春  2   

応用数学 2 秋   2  

 

数値解析 2 秋   2  

応用数学演習Ａ 3 春   2  

応用数学演習Ｂ 3 秋   2  

計測 3 春   2  

連続体力学 3 秋   2  

移動および速度論Ａ 4 春   2  

 

  



) �� 
 

科目 

༊分 
科 目 名 ᒚಟᖺḟ 

単位数 ᒚಟ

ୖ㝈

㝖እ

科目 

ᒚಟ基‽ ᚲ

ಟ 

㑅

ᚲ 

㑅

ᢥ 

学部 

教育 

科目 

専門 

科目 

計算機䜰ー䜻テク䝏䝱 1 ᫓ 2    

2㻜 単位 

㻢4 

単位 

௨ୖ 

䜰ル䝂䝸䝈ムとデー䝍構造 2 ᫓ 2    

プログラ䝭ング演習Ⅰ 2 ᫓ 2   䕿 

プログラ䝭ング演習Ⅱ 2 ⛅ 2   䕿 

プロ䝆䜵クトラーニング 3 ᫓ 3   䕿 

電子情報工学ᐇ㦂 3 ⛅ 1   䕿 

情報工学≉ู演習 3 ⛅ 3   䕿 

༞ᴗ◊✲ 4 ㏻ 㻡   䕿 

プログラ䝭ング 2 ᫓   2  

 

論理回路 2 ᫓   2  

䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス 2 ᫓   2  

䝬ル䝏䝯デ䜱䜰情報ฎ理 2 ᫓   2  

䝁ン䝢䝳ー䝍ネ䝑ト䝽ーク 3 ᫓   2  

情報理論 2 ⛅   2  

ㄆ▱科学入門 2 ⛅   2  

こと䜀と論理 2 ⛅   2  

プログラ䝭ングゝㄒ 2 ⛅   2  

システムプログラム 2 ⛅   2  

計算理論Ⅰ 2 ⛅   2  

計算理論Ⅱ 3 ᫓   2  

䝁ン䝟イラ 3 ᫓   2  

ே工▱能 3 ᫓   2  

情報・物理䝉䜻䝳䝸テ䜱 3 ᫓   2  

計算機シ䝭䝳レーシ䝵ン 3 ᫓   2  

理論ゝㄒ学䠝 3 ᫓   2  

理論ゝㄒ学䠞 3 ᫓   2  

デー䝍䝃イエンス 3 ᫓   2  

デー䝍䝧ース 3 ⛅   2  

䝋䝣ト・䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング 3 ᫓   2  

ឤぬ▱ぬシステム論 3 ⛅   2  

⏬ീ・㡢ኌ情報ฎ理 3 ⛅   2  

ᬯྕ理論 3 ⛅   2  

⮬↛ゝㄒฎ理 3 ⛅   2  

情報社会೔理 3 ⛅   2  

システム᭱㐺化理論 3 ⛅   2  

機械学習 3 ⛅   2  

䝃イバー䝣䜱䝆䜹ルネ䝑ト䝽ーク䜰ー䜻テク䝏䝱 3 ⛅   2  

基礎ไᚚ理論 4 ᫓   2  

ရ質⟶理 4 ᫓   2  

⥲合応用工学概論 4 ᫓   2  

先端電子情報工学 4 ᫓   2  

་・工学㐃ᦠ基礎 4 ⛅   2  

情報工学ㄢ㢟◊✲䘏 3 ⛅   4 䕿 

䘏 㣕䜃入学䛻よる኱学㝔㐍学⪅ᑐ㇟科目 
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科目 

区分 
科 目 名 履修年次 

単位数 履修

上限

除外

科目 

履修基準 必

修 

選

必 

選

択 

学部 

教育 

科目 

専門 

基礎 

科目 

自然環境リスク共生概論Ｂ 1④   1 ○  

 

 

これらは教職関連 

科目であり，卒業 

に必要な単位に 

算入しない。 

履修上限から除外 

する。GPA に算入 

しない。 

生物科学Ⅰ 1 春   2 ○ 

生物科学Ⅱ 1 秋   2 ○ 

生態学遠隔地フィールドワーク 2③   2 ○ 

海洋学フィールドワーク 2③   2 ○ 

生態学実習Ⅰ 3①   1 ○ 

生態学実習Ⅱ 3②   1 ○ 

地球科学 1 春   2 ○ 

地球システム論Ⅰ 2④   1 ○ 

地球システム論Ⅱ 2⑤   1 ○ 

地球科学実験 1 春   2 ○ 

地質学遠隔地フィールドワーク 3 春   2 ○ 

丸数字はタームを表す。 

 




